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当法人では、2月26日(木)まで販売していた
「ツガルツナガル 湯らり津軽周遊パス」を、
3月5日(木)よりリニューアルして販売開始
いたしました。

本パスは津軽地域の温泉・観光施設を1枚で
お得に巡ることができる 便利なデジタル周遊
パスで、津軽地域での連泊促進および観光消
費額拡大を目的としております。

第2弾の参画施設は、前回から継続して参加し
てくださった30施設に、トド寝の聖地として
有名な「古遠部温泉（平川市）」と、オープン
ガーデンを楽しめる「Garden大きなくりの木
の下で（平川市）」の2施設が加わりました。

県内外問わず多くの方に津軽の魅力を体感し
ていただけるパスとなっておりますので、
積極的にご活用いただけますと幸いです。
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①最近の活動

※イメージ図

■「ツガルツナガル 湯らり津軽周遊パス」第2弾販売開始！

※前回参画していた「円覚寺（深浦町）」及び「鶴の舞橋駐車場（鶴田町）」は今回は不参画となります。

購入・詳細はこちら！
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■人材育成事業報告会を実施しました。
3月11日(水)、当法人が今年度実施していた観光人材育成事業の報告会を行いました。
本事業は、観光コンテンツの造成・販売を通じた実践的な学びの機会から、津軽圏域を牽
引する観光人材の育成を目指すことを目的に実施していたものです。

全7回開催したワークショップ等では、「①冬季の西北津軽周遊につながるコンテンツ造
成（津軽鉄道『ストーブ列車』の高付加価値化）」 「②立佞武多の館リニューアルオー
プンに向けた西北津軽の観光の目玉となるコンテンツ造成（五所川原立佞武多における高
額桟敷席の造成）」をテーマに話し合い、参加してくださった事業者・自治体担当者の
方々と商品造成に向けて取り組んでまいりました。

報告会では、各班に分かれ成果報告に向けた資料等確認のワークショップを行いました。
①津軽鉄道『ストーブ列車』の高付加価値化グループは、催行した第1回～第3回のお客
様からのアンケート結果よりおおむね良好なご意見が多かったことを報告し、この事業を
担当いただいた株式会社津軽鉄道総務課白鳥様より講評をいただきました。
②立佞武多における高額桟敷席造成グループは、これまでの取組と今年度の結果と今後に
向けてを確認しあい、この事業を担当いただいた株式会社五所川原エフエム営業部⾧須々
田様より講評をいただきました。

その後、各チームで成果報告として活動内容を振り返り、それぞれの事業の結果と今後に
向けてを報告し本事業は終了いたしました。昨年7月のキックオフミーティングから1年
間、お忙しい中ワークショップ等にご参加いただきましてありがとうございました。
新年度はセミナーを中心とした観光人材育成事業の実施を予定しております。事業を通し
て事業者、自治体の観光担当者のスキルアップを図ってまいりますので、多くのご参加を
お待ちしております。詳細は改めてご連絡いたします。

■「Mt.IWAKIモニュメント」がリニューアルしました！

令和5年4月に津軽観光キャンペーン「ツガルツナガル」に併せて作成した「Mt.IWAKIモ
ニュメント」を、3月23日(月)より弘前市りんご公園敷地内に再び設置いたしました。

大きさは高さ1.2m、横幅5.43ｍと、人が並
んで写真撮影するのに最適なサイズです。
経年劣化による汚損部分の補修及びりんご
デザインをモチーフにしたリニューアルも
行いました。

背景に岩木山が見える位置に設置しており
ますので、ぜひフォトスポットとしてご活
用ください。そしてSNSに投稿する際は
「#ツガルツナガル」もお忘れなく♫
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(一社)東北観光推進機構が主催する「フェニックス塾」に当法人スタッフの横山及び鰺ヶ沢
町職員1名が参加し、令和8年3月13日を最後に全8回の研修を修了しました。

■観光人材育成研修「フェニックス塾」を修了しました

■フェニックス塾を終えて：横山 侑平（黒石市より出向派遣）

フェニックス塾は、観光政策を担う組織の⾧や観光地域づくりの先進地で活躍する方を招いたセミ
ナーと、グループに分かれて東北全体の観光を盛り上げる企画を作り上げるワークショップの2本立て
で毎回開催されています。令和7年度の第10期フェニックス塾には、東北管内で主に観光業に従事する
方々46名が参加し、東北6県と新潟県を順に巡って各地で実施されました。

セミナーでは、地域の観光を再生した当事者の方々から、地域が抱える課題をどのような工夫で解決
したのかを直接お聞きできることが非常に魅力的でした。講師の方々の話で特に印象に残っていること
は、慣習と化しているものが本当に必要かを検証すること、挑戦しないと成功は生まれないのでトライ
＆エラーを繰り返すこと、挑戦したことは１年で見切りを付けずに改善を繰り返して3年は継続するこ
と、の3点です。

ワークショップでは、「東北（TOHOKU）を世界から選ばれる持続可能な観光地にするには」とい
うテーマを与えられ、各グループでテーマ実現に向けた企画を作りあげました。私の所属するグループ
では、東北の人口減少/労働力不足、交通インフラ維持、地域経済の衰退の3点を課題に掲げ、以下4点
の達成につなげる提案を行いました。
〇外部評価の獲得→自己肯定感向上と→地元愛・担い手増加
〇高付加価値・少人数観光→好循環の創出
〇情報整備（モデルルート・多言語・検索強化）
〇体験価値の創出（リアル・本物・あたたかさ）

この提案の実現に向けたモデルケースとして、「もののけ」をテーマにしたツアーや教育旅行案を作
成しました。モデルケースについては、今後実現を検討していきたいと考えています。

また、同塾を通して出会えた観光業界の幅広い分野の方々とのご縁を大切にして、津軽地域の観光の
課題解決に活かしていきたいと思います。貴重な経験をさせていただきありがとうございました。

回 開催地 セミナー ワークショップ

第1回

(入塾式)

宮城県

仙台市

【講　師】（一社）東北観光推進機構　理事⾧：紺野純一

【テーマ】東北観光推進機構の取組み（観光産業全般、観光組織

　　　　　の役割分担、広域連携DMOの役割も含めて）

・自己紹介、チームビルディング

・１年を通した大テーマの把握

第2回
新潟県

新潟市

【講　師】国土交通省航空局　次⾧：蔵持京冶氏

【テーマ】東北観光の現状と未来への展望
東北観光の現状把握と課題の洗い出し

第3回
岩手県

盛岡市

【講　師】じゃらんリサーチセンター　センター⾧：沢登次彦氏

【テーマ】データマーケティング
チーム毎の研究テーマ設定と現状把握の深化

第4回
青森県

青森市

【講　師】明海大学　教授：二宮秀生氏

【テーマ】海外市場①
テーマに沿った現状把握、課題の洗い出し

第5回
秋田県

大館市

【講　師】東北運輸局　局⾧：川﨑博氏

【テーマ】海外市場②
課題への対応策検討

第6回
山形県

山形市

【講　師】株式会社DMC天童温泉　代表取締役社⾧　山口敦史氏

【テーマ】観光地域づくり①

課題への対応策検討

自分たちも実施できる（していく）対策の具体化

第7回
福島県

福島市

【講　師】公立大学法人青森公立大学　理事⾧：高坂幹氏

【テーマ】観光地域づくり②
研究・提言のブラッシュアップ・プレゼン準備

第8回

(終了式)

岩手県

盛岡市
最終発表



4

➁地域の話題

青森県の活性化アイドルとして県内外で活動し、当法人の「ツガルツナガル応援隊」 も
務めてくださっている「りんご娘」が、現在 「りんご娘 青森県40市町村 Stamp 
Rally」を実施しております。

本スタンプラリーは、来る5月16日(土)にはるか夢球場（弘前市）で開催されるスタジ
アムライブ「りんご娘Dream of Diamond」を前に実施されているものです。県内すべ
ての市町村を網羅した全40か所に「りんご娘」の等身大パネルとスタンプ、ポスターが
設置され、ファンの方を中心に連日SNSで大きな賑わいを見せております。

スタンプ帳は有料版と無料版があり、有料版には各市町村の見どころや名所、名産品を
紹介した観光ガイドも収録されており、見ごたえは抜群。有料版スタンプ帳に40箇所全
てのスタンプを押印できた場合の特典として、「りんご娘Dream of Diamond」内で表
彰式が用意されているとのことです。

津軽地域の設置場所一覧を下記の通りまとめてみました！ぜひ皆様もスタンプを集めな
がら、津軽地域、そして青森県内全域を巡ってみてはいかがでしょうか？

■りんご娘スタンプラリー

「りんご娘40市町村StampRally」の詳細はこちら！

表のりんごの色はメンバーカラーに
なっております！

【ピンク】ピンクレディ
【緑 色】はつ恋ぐりん
【黄 色】金星
【赤 色】スターキングデリシャス
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※イメージ図

■スナックママカード第２弾！

■国スポ冬季大会（スキー競技）が大鰐町等で開催されました。

2024年秋に開催され大人気だった「スナックママカード」が、第2弾として1月30日(金)
～3月15日(日)に開始されました。

スナックママカードは、ほしいカードの店舗で「カードちょうだい」とママ又はマスター
に一声かけるとカードをもらえるものです。カードを5種類集めると、先着50名様限定で
大鰐町特産品セット(約2,000円相当)と交換できるキャンペーンも同時開催されました。

今回は、第1弾ではなかったレアカードも登場しパワーアップした内容となりました。

今年2026年は、第80回国民スポーツ大会・第25回全国障害者スポーツ大会「青の煌めき
あおもり国スポ・障スポ」の開催年です。毎年都道府県持ち回りで開催される国内最大の
スポーツの祭典で、青森県での開催は昭和52年（1977年）の第32回国民体育大会（「あ
すなろ国体」）以来、49年ぶりとなります。

冬季大会は、1月31日～2月17日にかけて開催。スキー競技は大鰐町と秋田県鹿角市を舞
台に行われ、熱戦を繰り広げました。また、開始式・表彰式はいずれも平川市のタカシン
文化センターにて執り行われました。

本大会は10月10日～10月20日までの11日間開催されます。津軽地域で行われる競技も多
くありますので、地域一丸となって応援しましょう！
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2月19日(木)～20(金)、岩手県大船渡市にて開催された「令和７年度東北域内DMO意見交換会」
に参加しました。同意見交換会は、DMO同士の連携促進や地域で抱える課題の共有等を図ること
を目的に開催されたものです。1日目は、大船渡地域戦略の取組発表、各機関からの情報提供、大
船渡市内視察が行われ、2日目は、近畿大学経営学部教授の高橋 一夫氏による講演「観光行政と
DMOの役割」とワークショップ「観光地域戦略策定に向けたマーケティング戦略の検討」が行わ
れました。
今後も全国にあるDMOやDMC等と交流し、事業運営や観光地域連携の強化、観光誘客促進に向
けた取組みの充実につながる知見を深めてまいります。

③その他活動報告

第2回DMO事務局⾧会議に参加しました。

令和７年度東北域内DMO意見交換会に参加しました。

2月12日(木)～13日(金) 、八戸地域地場産業振興センター ユートリーで開催された「令和7年度
第2回DMO事務局⾧会議」に当法人専務理事の笹田とスタッフが参加しました。会議では、県お
よび観光庁の今年度事業進捗や来年度取組予定・補助金メニューについて青森県観光交流推進部
より情報提供がなされたほか、DMO同士の情報共有・意見交換を実施。会議後は八戸横丁まち
あるきを体験したほか、八食センターの新しいコンテンツとして「いちばバル」を体験しました。
今後も県や県内DMOと連携して、青森県全域を盛り上げてまいります。

旧弘前偕行社にてスペシャルランチのモニター試食会を開催しました。

大宮駅重共キャラバンにブースを出展しました。
3月31日まで開催中の「青森県・函館観光キャンペーン」のPRイベントが2月24日(火)～3月2日
(月)の期間JR大宮駅で行われ、当法人もPRブースを出展しました。隣接する函館ブースと連携し
て青森県と函館圏域で一体となってPRを行い、多くの方に観光パンフレットを手に取っていただ
きました。津軽地域の春の魅力や、おすすめスポット、グルメ情報をお伝えすると興味を持って
いただき、観光や温泉巡りで津軽を訪れたいという方もいらっしゃいました。今後も継続的に津
軽地域のプロモーションを行ってまいります。

2月27日(金) 旧弘前偕行社を会場に、株式会社CONVEYの横田渉シェフが本商品限定の特別メ
ニューを提供する、スペシャルランチのモニター試食会を開催しました。通常は体験できない歴
史的空間において、少人数・プライベートな環境で津軽の食文化や歴史を一体的に体験できる高
付加価値コンテンツを造成するためのものです。
日本文化への関心が高いインバウンド富裕層やVIP層に自信をもって提案できる特別感を備えた
旅行商品であるため、今後の商談会でも積極的に売り出してまいります。

2月26日(木) ～27日(金)、新潟県魚沼市にて開催された「DMO中核・実務人材のための観光地経
営人材育成研修」に参加しました。
DMOに求める機能や役割をより明確にし、DMOの取組や成果を適正に評価すること、DMOの活
動の質向上を図ること等を目的とした、DMOの更新登録要件を満たすための非常に大切な研修
でした。今後も、DMOとして地域の「稼ぐ力」を引き出し、観光消費を拡大させる役割を果た
せるよう研修等積極的に参加し、情報共有してまいります。

DMO中核・実務人材のための観光地経営人材育成研修に参加しました。

昨年度よりスタートした、東北観光DMP(データ・マネジメント・プラットフォーム)の活用手法
を研究する「DMP活用研究会」が今年度の活動を終了し、 3月9日に、秋田県大館市の大館駅駅
なか交流センターにて年間活動の総括として活動報告会を行いました。
今後も、観光消費額や来訪者数など複数の観光データを収集してデータ分析を活かした観光地域
づくりや事業活動に活かしてまいります。

DMP活用研究会懇親会に参加しました。
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【発行元】一般社団法人Clan PEONY 津軽
■TEL：0172-88-6090／FAX：0172-88-6091
■代表メールアドレス：cptsugaru@gmail.com
■ホームページ：https://www.trip-tsugaru.com/

④今月のピックアップ！

樹齢400年の木に見守られる、オープンガーデン。バラに
囲まれたテラス席のほか、美しい草花に囲まれたオープン
なスペースをカフェとして、薫るひきたてコーヒーや季節
のおいしいお飲み物を提供しています。

■謹製津軽たんげ売上ランキング(1月～2月期)

■「ツガルツナガル 湯らり津軽周遊パス」おすすめ施設！

▽Garden 大きなくりの木の下で

第1位：藤崎町アップルパイ※(株)ふじさきファーマーズLABO
第2位：弘前市さっくりふがしぼー（りんご）※(株)松尾
第3位：弘前市さっくりふがしぼー（だけきみ）※ (株)松尾
第4位：深浦町ふかうら雪人参ドレッシング ※ (一社)深浦町食産業振興公社
第5位：津軽ホタテの辛みそ ※ (株)木戸食品

今月号から参画施設を順次ご紹介させていただきます。まずは第2弾から
新たに参画してくださった、2施設の魅力をたっぷりお伝えいたします！

山あいにひっそりと佇む秘湯。温泉マニアが選ぶ「湯量
が豊富で本当にいい温泉100湯」で1位になるほどドバド
バあふれる源泉が自慢です。お湯が溢れている床に寝そ
べる「トド寝」の聖地としても知られています。

▽古遠部（ふるとおべ）温泉

【所在地】平川市町居山元314
【サービス内容】入園料500円(大人/1drink付)

⇒パスで利用可能！

【所在地】平川市碇ヶ関西碇ヶ関山1-467
【サービス内容】入浴料600円(大人)⇒パスで利用可能！

・令和7年度をもって異動となるスタッフがおりますので、令和8年度初回のメールやりとり
は代表アドレス「cptsugaru@gmail.com」にいただけますようご協力お願い申し上げます。

・次回は5月発行となります。お知らせや周知したいイベント等がありましたらお気軽にご
連絡ください。

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

⑤皆さまへのお知らせ


